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期
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月
26
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火
）〜
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月
29
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金
）

【
開
幕
式
】

11
月
26
日（
火
）15
時
〜
　

10
時
30
分
〜
17
時
30
分（
最
終
日
は
13
時
ま
で
）

土
日
休
館・入
場
無
料



開幕式・講演会の申し込み

11/26（火）15:00～ 　　  　 定員 :80名【開幕式】
11/27（水）15:00～ 16:30　 定員 :80名【講　座】

　本展は「四時本草（四季の中医薬）」をテーマに「天人合一」「四時本草」「達則兼善」の三つの展示区を
設け、中医薬に込められた中国人の生命に対する探求と思考、天津人の民俗と生活の智慧、そして清代の
御用薬局「達仁堂」が天津で継承してきた技をそれぞれご紹介します。
　中国人の生命観では、人も自然も同じであり、陰陽五行の理を守ってそのバランスが保たれ、時節に沿っ
ていれば、天は穏やかで地は実りに満ち、人は心身ともに健康であると考えます。中国医学は陰陽五行説の
基礎理論のもと、人は気・形・神の統一体であると考え、「弁証論治」の原則に則って、中医薬、鍼灸、推拿、
食事療法などの治療を行い、体の陰陽を整え、健康状態に戻します。そこで使われる中医薬もまた天然の生
薬あるいはその加工品を使います。その材料は植物性、動物性、鉱物性と様々ですが、ほとんどが植物性の
ため「諸薬は草を以て本と為す」と言われています。これが中医薬を「本草」と呼ぶ由来です。
　天津にある「達仁堂」は清代の御用薬を納める「楽家老鋪」を前身としており、創始者の「楽達仁」を屋号
にしています。創業以来、手間暇と薬剤を惜しまないという社訓を守り、本当の良薬を提供し続けています。
本展では、写真と文章、そして実物を展示することで、中医学に込められた「仁」とその追求を日本の皆さん
にご紹介いたします。中国人の「ものづくり」を存分にご覧ください。

枸杞の選別

1914 年に創業した達仁堂 二十四節季に合った薬草を分類して見せる様子

創業当時の楽家老鋪の店内 人参を蒸す壺

生薬を粉砕、混和する乳鉢日月光明散の薬効説明書

胡桃の殻と実の間にある
薄皮を取り薬として用いる

左に同じく、細かい作業を
行い薬効がある部分を取る

薬を詰めて密閉する 金の印を押す

【講演会】11 月 27 日（水）15：00 ～ 16：30「アジア食養生の知恵」

　生活習慣が原因となる疾病が昨今問題となっています。普段の食事の見直しと漢
方での体質改善を実例を挙げて説明します。医食同源の考えを基に、飲食がもたら
す疾病、つまり生活習慣病は、まず飲食習慣の見直しと、食材でもある生薬からな
る漢方での体質改善で解消していきましょう。

講師：呉文華（中国医薬大学卒　北京中医薬大学鍼灸推拿科卒日本工学院八王子専門学校鍼灸科卒
現在、（株）誠心堂薬局にて中医学アドバイザー、鍼灸師として活躍中）


